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【緒言】 

酸素分子に対し、DFB 半導体レーザの電流変

調とバランス光検出を組み合わせ、高速・高感

度な吸収分光を進めてきた 1)。本研究では、さ

らに光源として垂直面発光半導体レーザ

(VCSEL)を使用し、計測する波長範囲を広げる

試みを行っている 2)。 

【実験】 

Fig. 1 に実験装置を示す。VCSEL駆動電流に繰

返し周波数 0.1~1 kHzのノコギリ波電流を加え

ることで、発振波長を掃引した。その光強度を

計測するフォトレシーバ(5.5 V/mW, 吸収長:2 

m 程度)の出力電圧と波長掃引用信号発生器の

出力電圧をオシロスコープで記録した。計測対

象は大気中酸素分子のAバンド(760.17, 760.24, 

760.36, 760.45 nm)とした。 

【結果と考察】 

Fig. 2(a),(b)に、波長掃引繰返し 1 kHzの時の信

号発生器、VCSEL のフォトレシーバからの出

力電圧をそれぞれ示す。(c)には(b)から得られ

た吸収スペクトルを示す。点線で上記の 4つの

吸収ラインを示す。(c)では、ノイズが大きく、

非対称なスペクトルが見られる。これは、

VCSEL の光強度が小さく、フォトレシーバの

周波数帯域が狭い(10 kHz 程度)ためと考えら

れる。これらの改善には、光強度の増加とより

広い周波数帯域をもつフォトレシーバでの計

測が必要である。 
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Fig. 1 Experimental setup. 

Fig. 2 (a),(b) Output voltages of the function 

generator, the photo receiver for the VCSEL at 1 

kHz, (c) absorption calculated from (b). Dotted 

lines show positions of the absorption lines. 
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